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2021年３月をもって任期満了となった国際交流センター長 吉村あき子より、この場を借りて、みなさまへ退任の
ご挨拶をさせていただきます。 

Inside This Issue 

国際交流センター長 退任のご挨拶 

吉村あき子 国際交流センター長 教授  

吉村先生 

国際課 桑原課長と 

 国際交流センター長退任のご挨拶を申し上げます。 

２０１７年４月から２０２１年３月末までの２期４年にわたって国

際交流センター長(兼国際交流担当副学長)を務めさせていただきま

した。この新設された副学長兼センター長職は、奈良女子大学のグ

ローバル化をミッションに、具体的には第3期中期目標中期計画の

派遣留学生数と受入留学生数の目標値達成(戦略３)が使命でした。  

 国際の各種事業は、部局の先生がたのご協力なしでは成り立ちま

せん。個人的には試行錯誤の連続でしたが、各部局長及び学系の先

生がたのご理解とご協力のお蔭で、年度ごとの目標値は今のところ順調に達成できており、心から感謝申し上げま

す。 

 この4年間、大変気持ちよく仕事をさせていただきました。国際交流センター及び国際課の素晴らしいスタッフ

の皆さんと一緒に仕事ができた幸運に感謝しています。 

 引き続き奈良女子大学のグローバル化に、皆様のご理解とご協力を賜りますよう、

どうぞよろしくお願いいたします。ますますの国際交流センター・国際課のご発展を

お祈りして退任のあいさつとさせていただきます。 

 本当にありがとうございました。 

国際交流センター長 退任のご挨拶 

CotoQueイベント 

卒業生の声（留学生） 

2020年度「ならじょから留学」キャンペーン 

2020年度「ならじょから留学」キャンペーン 目標達成！  

国際交流センターでは、留学促進と海外渡航中の危機管理を目的に、留学キャンペーンを実施して

います。2020年7月1日から2021年3月31日までの期間で150名を目標としていましたが、こ

の期間中、春休みオンライン研修の参加者も含め、155名がキャンペーンにエントリーし、目標達

成となりました。国際交流センターオリジナルのエコバッグをプレゼントしますので、該当者

（メールにてご連絡します）は国際交流センターの開室時間内に受け取りに来てください。 
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この春、奈良女子大学を卒業する留学生が、日本での生活について感想を寄せてくれました。 

卒業生の声（留学生） 

アンディニ ヌルファティマ カリム（インドネシア） 
ANDINI NURFATIMAH KARIM 

日本の留学生活は色々な経験がありました。勉強して旅行もしました。色々な外国人

に会えました。新しい友だちを作りました。 

先生はとても勤勉と思いやりがあります。研究室の友だちは非常に助けてくれまし

た。ここで別のインドネシア人学生にも会いました。 

白川郷に行って、東京に行って、スキーをしてみました。 

また、アリアナ（アメリカ人の友だち）と三国サンセットビーチに行きました。 

それから、日本の祭りに行きました。ランタンフェスティバルが一番好きです。とてもきれいですね。 

時々日本人の家に泊まりました。日本人はたいてい親切で礼儀正しいです。 

しばしばホームシックを感じましたが、日本で素晴らしい生活でした。 

インドネシアに帰ったら、日本が恋しいです。 

CotoQueイベント 

I would like to understand English perfectly even English nuance, so I will study harder to 
improve my English skills!! I hope I can talk with you again! 

Scott-sensei's story was interesting for me. I 've never thought that what's new? or how's new? 
I could get another way of thinking. 

英語で「新しい」と「古い」について考えてみて、グループで話しました。 

「新しい」ことは珍しくなく、チャレンジになります。「新しい」ということは、一般的に個人的な視点から定義されていま
す。そういうことについて話しました。面白かったので、また参加したいと思います。 

アリアナ フローラ ガスキン（アメリカ） 
ARIANA FLORA GASKIN 

かたつむりを勉強したいので、日本に来ました。 

日本語はむずかしいと思います。 

はじめ、私の名前を読めませんでした。いま、たくさんのたんごを読めます。 

はじめ、奈良県を知りませんでした。いま、奈良県とかんさい内の色々な所にハイキングし

ました。 

アメリカに帰るとさみしいです。 

I’ve greatly enjoyed my time in Japan, and there isn’t enough space for me to gush about all the 

things I love here. I think being a foreign student is fun when the world feels very small, because 

you will be left with the feeling that the world is very big by the end of your stay. Also Nara Prefec-

ture is the best prefecture and I will miss wandering here. 

テレCotoQue 日本語オープントーク 

テレCotoQue 中国語オープントーク 

テレCotoQue TALK WITH SCOTT-SENSEI 

テレCotoQue チェミ♯7 

センター及び国際課の活動 

2021年1月～3月の期間中、オンライン形式で4つのイベントを行いました。 

1月20日(水)PM4:30～5:30に開催したイベント「TALK WITH SCOTT-SENSEI」に

参加した学生が感想を寄せてくれたので、その一部を紹介します。 

今回のテーマは、「OUT WITH THE OLD, IN WITH THE NEW」でした。 

奈良女子大学 国際交流センター  
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